
第３回 道の駅「ひなの里かつうら」周辺公園整備検討委員会 

 

日時 令和７年 9月 30 日（火） 

午後６時から 

     場所 勝浦町地域活性化センター 

 

次  第 

 

１．開会 

  

 

２. 委員長・副委員長あいさつ 

 

 

３. 議事 

  道の駅「ひなの里かつうら」周辺公園整備の機能・ゾーニング・主要施設の 

検討について 

 

 

４.閉会 



道の駅「ひなの里かつうら」周辺公園整備検討委員会 

【第３回】プログラム 

○日程：令和 7 年 9 月 30 日（月）18:00～20:30（予定） 

○会場：勝浦町地域活性化センター・レヴィタかつうら 

○意見交換のテーマ：検討１ 公園整備計画の素案について 

          検討２ 使われ生きる公園について 

■プログラム                                   

時間 
（目安） 

項目 進行 

17:40 ※受付け（３つのテーブルに誘導）  

18:00 
（10分） 

１．開会 

・挨拶（委員長、副委員長） ・委員会運営のルール 

勝浦町 

18:10 
(30 分) 

２ 情報の共有 
①検討の記録 6 分 

・第 2回委員会の記録（スバル設計）3分 

・ニュースレターについて（スバル設計）3分 

②公園整備計画（素案）について（スバル設計・勝浦町）8分 

・公園整備方針（素案）、公園整備計画図（素案） ・主要機能配置（素案） 

③情報「使われ生きる公園パークマネージメント、ものづくり計画の

合意形成と成功の要因の視点から」8 分 

 

 

18:40 
（50分） 

３ 検討１（旗立てマップ方式、３テーブル）、素案の検討 

１）素案の検討 40 分 

・公園整備（素案）の確認の検討、意見カード（青：賛成、赤：懸念、黄色：意見） 

２）検討結果の共有 10 分 

委員長 

副委員長 

 

19:30 休憩   
19:40 
（40分） 

４ 検討２（KJ 法ワーク方式、全体進行）、利用の検討ほか 

キーワード：公園を使う・使いたい情報＝「使われ生きる」 

・意見カード 組織等での公園を使う情報、その他 

・意見カードの記述（委員：黄、口頭意見：緑、キーワード：ピンク） 

20:20 
（10分） 

20:30 

５ 閉会 
・委員長等コメント（副委員長、委員長） 

・次回の開催ほか ・閉会 

勝浦町 

 

委員会事務局 

勝浦町役場総務防災課 電話 0885-42-2511 中田 敦士  

〒771-4395 徳島県勝浦郡勝浦町大字久国字久保田 3 

委員会 URL 
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第３回 道の駅「ひなの里かつうら」周辺公園整備検討委員会 

○配布資料リスト（A4 サイズ） 

名称 備考（説明者） 

00 委員会次第（第３回）  

01  委員会プログラム（第３回） コーディネータ 

02  資料リスト（第３回） コーディネータ 

03 委員会名簿  

04  委員会の運営とルール 委員長 

05  公園整備計画の概要（目的・範囲・スケジュール・プロセス） 勝浦町 

06 委員会の記録(第２回) スバル設計 

07 ニュースレター（第１号、第２号） スバル設計 

08-1  計画地周辺のハザードマップ（土砂災害）  

08-2  計画地周辺のハザードマップ（洪水浸水想定区域）  

09-1  公園整備方針（素案） スバル設計 

09-2  公園整備図：ゾーン・機能・主要施設（素案） スバル設計 

09-3  公園整備一覧表：ゾーン・機能・主要施設（素案） スバル設計 

10   使われ生きる公園パークマネージメント、ものづくり計

画の合意形成と成功の状態の視点から 

 

委員長 

○テーブル資料リスト（A1サイズ） 

名称 備考（説明者） 

T1 勝浦町ハザードマップ（全体） A1 サイズ、3枚 

T2  08-1,08-2 勝浦町ハザードマップ（洪水、土砂） A3 サイズ、3枚 

T3  公園整備計画図（素案） A1 サイズ、3枚 

T4  公園整備一覧表：ゾーン・機能・主要施設（素案） A3 サイズ、3枚 
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（資料03）

【委員】

所属等 氏名 備考

徳島大学大学院教授
徳島大学環境防災研究センター　副センター長

上月　康則 欠席

徳島大学人と地域共創センター
客員教授

澤田　俊明 Aテーブル

徳島県立博物館学芸員 辻野　泰之 A

NPO法人阿波勝浦井戸端塾塾長 国清　一治 Bテーブル

NPO法人Ｋ－Ｆｒｉｅｎｄｓ理事長 秋成　ふみよ B

（一社）勝浦町地域活性化協会事務局長 新居　正志 C

生名ロマンの会会長 戸川　幹雄 A

道の駅「ひなの里かつうら」駅長 渡邊　祐介 B

勝浦町区長会会長 倉坪　泰幸 C

勝浦町スポーツ推進委員会会長 内谷　安宏 A

勝浦町地域おこし協力隊　 小布施　莉奈 B

勝浦町自主防災連絡協議会会長 阿部　恵 C

子育て世代代表 河野　千夏 A

子育て世代代表 高田　薫 B

勝浦町議会議員
(地元議員)

花房　勝一 C

勝浦町副町長 海川　好史 A

【コーディネーター】 徳島大学人と地域共創センター　協力員 高尾　美由姫 欠席

【勝浦町】 町長 野上　武典

政策監 野上　佳孝

総務防災課長 中瀬　弘晴

総務防災課 中田　敦士

【委託業者】 (株)スバル設計　代表取締役　 藤川　健太郎 Cテーブル

(株)スバル設計　　 臼杵 正博 Bサポート

(株)スバル設計　　 緒方 里衣子 Cサポート

道の駅「ひなの里かつうら」周辺公園整備検討委員会委員名簿
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委員会の運営とルール 2025 年 7 月 9 日、8 月 25 日 

 

●委員の皆様へのお願い（２つ） 

１．積極的に、自分の意見を述べよう 

２．積極的に、他の参加者の意見を聞こう 

●委員会のルール（４つ） 

３．【意見】意見の存在は認める ＝ 否定はしない 

（背景）多様な見方、多様な環境：意見の違い → 正常な状態 

４．【記録】委員会の開催状況をテキスト、及び、写真により記録します。 

５．【情報の公開】委員会の配布情報、記録情報は、委員長・副委員長の

の確認・承諾後、公開します。また、公開情報に限り委員の利用を可

とします。 

６．【傍聴】委員会は、公開可とし傍聴者を認めます。このとき、傍聴者

は発言できません。傍聴者は、上記４．５．の記録情報の対象となり

ます。 

●委員会の運営 

７．限られた時間で、効率的な意見交換（対話）を実現するため、社

会技術としてのワークショップ手法等を導入します。 

 

 

（参考）合意形成とは 

多様な価値の存在を認めながら、人々の立場の根底に潜む価値を掘り起

こして、その情報を共有し、お互いに納得できる解決策を見いだしてい

くプロセスのこと 

※合意形成マネジメント協会（代表：哲学者・桑子敏雄氏） 

 

（資料 04） 
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道の駅「ひなの里かつうら」周辺公園整備の概要 

 

 

１．諮問：道の駅「ひなの里かつうら」周辺公園整備検討委員会宛て 

 

表 1 勝浦町から委員会への諮問（R7 年 7 月 9 日） 

道の駅「ひなの里かつうら」周辺公園基本整備計画について（諮問） 

次の事項について貴委員会の意見を求めます。 

１.諮問事項 

 道の駅「ひなの里かつうら」周辺公園基本整備計画の策定について 

2. 諮問理由 

 平成２３年の開設から１４年が経過した道の駅「ひなの里かつうら」について現在の状

況や将来的な見通し等を踏まえた上で、その周辺に新たに公園を整備するにあたり基本計

画を策定する必要があることから、貴委員会に意見を求めるものであります。 

 

２．道の駅「ひなの里かつうら」周辺公園整備計画の目的・範囲・スケジュール 

表 2 目的・範囲・検討内容等（第 1 回委員会資料より） 

（１）策定の目的 

近年の大規模地震や台風、異常気象に伴う大雨など自然災害の発生時において、町民の避

難場所をはじめ、救援物資の受け入れや復旧活動等に資する防災の拠点、また、平常時は

イベント時の駐車場不足の解消を図った上で子ども達が遊べる場を提供し、新たなにぎわ

いの創出や地域住民の利便性の向上を図る拠点となる公園の早急な整備が求められてい

ます。 

このような多面的な機能をもつ公園を整備するための計画を策定する。 

（２）範囲 道の駅・よってね市周辺の範囲（範囲図省略） 

（３）整備計画のおもな検討内容 

①検討条件の設定 ：検討課題の抽出・確認 

②公園機能の検討 ：防災機能を含めた検討、ゾーニング等 

③概算事業費の検討：概算事業費の算定 

(４)方針(現段階の骨子案) 

①防災機能を持つ地域拠点の整備 

②幅広い世代、地域資源活用、子どもから大人まで世代を超えた利用機能の実現 

③交流拠点機能、情報発信機能の強化 

④駐車場機能の拡充 

(５)今後の予定（今後の進捗状況によっては変更が生じます） 

令和７年度  

〇基本整備計画の策定 

委員会予定：第 1 回（7/9）、第２回（8/25）、第３回（9 月下旬）、第 4 回（11 月上旬） 

令和 8 年度から令和 10 年度 

〇基本設計（諸施設の検討及び決定、概算事業費算出等） 

〇用地取得 〇実施設計 〇整備工事 

令和 10 年度内の開園を目指す 

（資料 05） 
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３．論点 

 

表 3 公園基本整備計画上の主な論点 

〇論点１ 目的・方針 

・公園計画の目的・範囲、機能イメージ 

・計画予定地の特徴、関係者のニーズ 

・方針（機能、利用・参加協働、維持管理） 

 

〇論点２ 計画 

・公園の機能（＝利用、活動）、ゾーニング、主要施設配置 

・高さ（防災機能面等からの公園の高さ） 

 

○論点３ 利用・参加協働 

 

〇論点４ 維持管理 

 

 

４．委員会の流れ（Ｒ７年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第２回】 

・公園計画素案（3 案）の検討 

・ゾーニング・機能配置・主要施設の比較表の検討 

【第３回】 

・公園基本整備計画（素案）の検討・修正意見 

・公園の利用・参加協働、維持管理の検討 

【第１回】 

・公園計画の目的・範囲の確認 

・公園計画の機能・主要施設・想定すべき利用者の検討 

【第４回】 

公園基本整備計画（案）の提示・修正意見 

公園の利用・参加協働（案）、維持管理（案）の提示・修正意

7 月 9 日 

8 月 25 日 

9 月下旬 

11 月上旬 

論点１～２ 

3 案→1 案に絞り込み 

論点１ 

論点２ 

論点３～４ 

論点１～２ 論点３～４ 
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道の駅「ひなの里かつうら」周辺公園整備計画の目的と方針(素案) 

１．策定の目的 

本計画では、道の駅「ひなの里かつうら」等と連携しながら、地域住民と来訪者が安

心して集い交流し、自然や⽂化に親しめる場を創出することを目標とします。また、自
然災害の発生に備えた防災学習の拠点とすることで、防災意識の醸成に資する公園を目
指します。 

２．基本方針 

①本公園は、計画地や道の駅「ひなの里かつうら」などの地域資源を生かし、地域連携

のもと整備を進めます。 

②本公園は、地域住民・活動組織・来訪者等が、現在および未来に向けて利活用する勝

浦町の資産として、新たな価値創出や課題解決に向けたまちづくりの場として位置づけ、

「使われ活きる公園」として整備します。 

③本公園は、公園の利活用、ルール、維持管理、住民参加など、公園をしなやかに使い

こなす仕組みを整え、これら担い手を広げ育てます。 

３．整備方針 

① 幅広い世代、地域資源活用、子どもから大人まで世代を超えた利用機能の実現 

子どもから高齢者、障がいのある方や観光客など、多様な世代や属性の人々が安全・

安心に利用できる空間を提供するため、バリアフリー対策やユニバーサルデザインを導

⼊し、移動・休憩・情報取得のしやすさを確保します。また、子どもたちの多様な遊び

方に対応する遊具や、親世代が見守りながら交流できる滞在場所の提供を目指します。 

② 交流拠点機能、情報発信機能の強化 

道の駅や勝浦町の伝統⽂化（ひな祭り、みかん、鶴林寺など）と連携し、地域らしさ

を感じられる空間演出や、イベント展開を活かした魅力と賑わいの創出を目指します。

また、住民参加型のイベントや活動の場を提供することで、地域コミュニティの活性化

を図ります。 

③ 駐車場機能の拡充 

来訪者の利便性向上のため、適切な駐車スペースの確保と配置を行い、台数に余裕を

もたせた駐車場の整備、バリアフリー対応の駐車区画など地域住民だけでなく広域から

の利用にも対応できる環境を整えます。 

④ 防災学習機能の整備 

本公園は、洪水や土砂災害の想定区域に立地します。このため、防災訓練や発災時の

避難行動などについて学び防災意識の向上を図る防災学習機能を持つ公園として整備

します。平時から多世代交流の公園を目指し、共助促進等の防災意識の醸成を図ります。 

（資料 09-1） 
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（資料 09-2）

18



（資料 09-3）
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（資料 10）
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